
 

平成27年 5月より、ページをリニューアルした「保育日記★」！毎月更新しています。 

保育中に出会った子ども達の素敵な姿や、楽しいエピソードなどをお伝えしていきます。 

   

 
 2016.2.3 うさぎ組 2歳児クラス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

果敢に鬼に挑み、豆を投げつける S くん！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保育園に来た鬼！ 

こわいかな？？ 

 

2月 3日は節分です。 

保育園にも鬼が来ます。うさぎ組は事前に節分の話をしたり、紙に書いた鬼

に向かってカラーボールを投げて豆まきの練習をしたりと、準備をしてきま

した。 

そんな時「やだね、おにくるの…」と言っていた Y ちゃん。 

そんなYちゃんにSくんは「Yちゃん だいじょうぶだよ。おにがきたら 

“おにはそと ふくはうち”ってやればいいからね！」と説明。 

Yちゃんも「そっか～わかった‼」と張り切って練習していました。 

 

ところが豆まき当日、いざ鬼のお面をかぶった職員がくると 

Yちゃん「こわい～～～」と涙… 

他の子が泣き出したり、逃げる中、 

S くんだけが「おにはーそとっ！」と豆を投げることが出来、格好の良いと

ころを見せてくれました。 

 

豆まきの後、鬼のお面を外し、実は担任であったことを説明しても、皆は「う

わ～～ん！こわいぃー」となかなか安心してくれません。 

そんな中「だいじょうぶだよ」と言っていた S くんは有言実行ですね。そん

な姿にたのもしさを感じました。 

 記事：松本  

  

 

 

 

乳児クラスのみんなにとって、やはり鬼は怖い！という思いは強いですよね。そんな中でもうさぎ組さんの中心に
なって、皆のためにも鬼と戦う Sくんの姿、格好良かったですね★ 
幼児クラスになると、今度は自分も泣かずに鬼に豆を投げるぞ‼と友達同士で意気込み、協力し合う姿も見られる
かもしれないですね！来年にはどのような姿が見られるのか今から楽しみです★ 

2月号 

豆まき 



 

 

 

 2016.2 ぞう組 3～5歳児クラス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

すごろく 

3 歳児と 4歳児が遊んでいます。 

すごろくの文字を読んであげたり、升目を一緒

に数えてあげたりしながら楽しんでいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

おままごと 

5 歳児と 3歳児が遊んでいます。 

厨房のシェフ役とウエイトレス役に分かれて遊

んだりしています。お客さんから注文を取り、

厨房に伝える姿などは、大人の世界と変わりま

せん☆３歳児だけではごっこ遊びは難しい事も

ありますが、お兄さんお姉さんと一緒に楽しん

でいます。 

 

 

 

 

 

 

 

ときわぎ国領保育園の3・4・5歳児は縦割り保育をしており、同じ部屋で

過ごしています。年齢別で活動することもありますが、混合グループで散歩

に出かけたり、主活動以外では毎日 3・4・5 歳が一緒に生活しています。 

 

4 月から新しく加わった3 歳児も、今では4・5歳児と自然に一緒に遊ぶ姿

が増えました。室内では、カプラ（積み木）・ブロック、戸外でも一緒に体

を動かして楽しんでいます。最近ではトランプ遊びが流行っています。 

 

トランプでは、神経衰弱、ババ抜きなどを楽しんでいますが、まだ 3歳児ク

ラスには、ルールを理解できない子もいます。そんな時 4・5歳児のお兄さ

んお姉さんは優しくルールを説明しています。 

 

初めて参加したゲームの時の事です。 

「負けちゃうかも…自信ない」と言う子がいました。すると 

「大丈夫！何回もゲームしていくうちに強くなるよ」と、負けた時の体験談

などを話して説得し、「教えてあげる」「ペアになろう」と言って、一緒に

ゲームをやってくれました。神経衰弱などでは、下の子に自信をつけさせる

ためでしょうか、「ここだよ」なんて、ヒントを出してくれることもありま

す。 

 

でもそんな４・５歳児も、時折、ゲームに熱中してしまうと対等に戦いはじ

め勝ちにこだわったり、上手に仲間に入れない 3歳児には、大人のちょっと

した手助けが必要なこともありますが、勝ち負けにこだわらず一緒に遊び楽

しさを共有する姿に、子ども達の成長を感じました。 

 

 記事：八幡  

  

 

 

 

 

 

トランプ遊び 

自由に走っていたのが追いかけっこに、追いかけっこが鬼ごっこにと、年齢があがるにつれて遊びの中にもルール
が加わってきます。大人がルールを教えるのは簡単ですが、子ども同士が助け合い、考えていくことが出来るのは
縦割り保育ならではです。やり取りの中で、相手に伝える難しさや、一緒にできた気持ちを共感していけると良い
のかと思います。 



 

 2016.2.13  全クラス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 事例目、シミュレーションの設定の確認。園

外での設定だったため、その場所をみんなでイ

メージします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

園児が自転車に衝突し、ガードレールに叩きつ

けられ、頭や肘から出血しています。 

急ぎ、ほかの子ども達の安全を確保しつつ、 

救急車を呼んだり、園へ連絡したり、自転車の 

人への対応をします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 事例目、園庭の遊具の下で子どもが倒れてい

る設定です。反応がないため、迅速に心肺蘇生

法と AED を使って蘇生を実施します。 

救急車を呼び、スムーズに救急隊を園内に誘導 

するにはどうするか、気持ちが焦ると頭が真っ

白になります。 

 

 

 

 

 

日々保育をしていると、子どもは急に転んだり、お友達とトラブルを起こし

たりとヒヤッとすることがあります。 

ときわぎ国領保育園では、保育の中でヒヤッとしたことを毎日報告しあった

り、ケガのあった時は原因を分析したりして大きな事故とならないよう安全

対策を考えています。 

 

それでも、起きてしまうかもしれない突発的な事故や急病に慌てずに対応で

きるよう、毎年2月のおゆうぎ会の後に、常勤スタッフ全員で救急シミュレ

ーションを行っています。今年の様子についてお伝えします。 

 

いくつかの事例を想定して取り組みます。今までには、 

・プールで溺れた 

・食物アレルギーの子がショックを起こした 

・スタッフの少ない時間帯に事故が起きた 

など、考えるだけでもぞっとするようなシチュエーションです。今年は… 

＊お散歩中、後方から来た自転車に子どもが衝突した 

＊土曜日でスタッフが少ない中、子どもが遊具から転落し反応がない 

の２事例です。 

 

実際の状況をイメージして、担当になったスタッフは真剣に演じます。心肺

蘇生を行う人形やAEDトレーナーを使い、実際救急車が到着する時間まで

演じ続け、救急隊役のスタッフに引き渡したら、シミュレーションは終了で

す。担当以外のスタッフは、演者の動きに合わせて動いたり、マニュアル通

りで出来たかをチェックしていきます。 

 

今回の 2事例目は、開始直前まで事例内容も担当者も公開せず行ったので、

緊張感は現実さながらであったと思います。 

シミュレーションが終わると全員で振り返りながら話し合います。 

ここは良かったけど、こっちの方がもっと安全だと思う 

こういう時はどうしたらよいのか？ 

思いのほか、自分の気持ちがあせる事… 

など感じる事、考えることがたくさん出てきます。 

 

大きな事故は、あってはならない事ですが、こういったケースを学ぶことに

より、そのほかの急を要するような事態にも、スタッフが子どもの安全を確

保し迅速に対応できることへの練習につながると思っています。 

救命救急シミュレーション 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調布消防署の消防指令長さんが来園して、 

優良賞を授与してくださいました！ 

制服姿に、子ども達は「かっこいい～」と 

喜んでいました。 

 

 

 

 

ときわぎ国領保育園では保育にあたるスタッフは消防庁が認定する普通救命

認定証を持つことを目標にしています。認定証の有効期限は 3年ですが、普

通救命認定証の有効期限が切れたスタッフは、さらに小児や乳児の心肺蘇生

も学べる上級救命認定証にも挑戦するようにしており、上級救命認定証を持

つスタッフも増えています。 

 

先日東京消防庁より救命講習受講者人数等の条件を満たしているとして、救

命講習受講優良証を交付して頂きました。 

 

大切なお子さんを預かる保育園ですので、万が一の時に備え今後も考えてい

きたいと思っています。 

 記事：望月 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

子ども達が安心して安全に生活できる場を提供する、という大切な役割を担っている保育園ですが『走る！止まる！
走る！』といった動きをするのが子ども達です。日々ケガや事故がないように目を配っていますが、防ぎきれない
時もあります。その時どう対応する事が、子どもの命を救うことにつながるのかと考え、毎年真剣に取り組んでい
ます。 


